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大学に対して実๯፛をᅏえた人ఔのࡱ成に対する要ษがஸまっていることを၃ま

え、課題解決૙教ࡱや׼ータ活ዿ૙教ࡱをはじめとして、実๯፛のࡱ成をめ֕した

໢大学の動向をႾ࠶した上で、本学のၟ性に஽った実๯፛ࡱ成教ࡱのあり方や文

化政策学科の؟サー׶´プラン؀ング૩科目の؅ー؜׭ン׸חプの方向性を構想す

る。本研究の実施にあたり、ே内の大学やஸ஑をሞ問調査するֺか、文化政策学科

の໘業生を対象とした調査を行う。 

令和㕶年Ӿ月ӻ日⿤令和８年㕳月㕳㕱日

目的・ॗጅ 

ৼ間 

ଞ੄༶ဴ者 

቎学に։֐る実๯፛ࡱ成をࡱੱ֖֞֕׀のց׉ሑに֣փ֥のଞ੄ 

 ؠジؚーצ׮

ଞ੄成果 

令和㕶年㕴月⿤９月                基ຉ調査、科目ଙආ方法のଙ၀ 

令和㕶年㕱２月２８日⿤令和㕷年㕱月２㕰日  ໘業生に対するחンצート調査 

令和㕶年㕱㕰月⿤令和㕷年㕱２月         ؟サー׶´プラン؀ング૩科目のଙආ 

令和㕷年８月⿤令和８年２月           大学（㕴஑）、ஸ஑（㕳஑）、อࣰଡຳ஽教ࡱ 

 ー調査ؚ؈ンターに対するインタװ

令和８年㕱月⿤㕳月                 調査ଅ果分ื、ଅ果とりまとめ 

ௗ後のଞ੄成果の

৔ଭሑሓ 

ժҦӸ実๯፛のࡱ成をめ֕した教ࡱの動向ի 

・大学にࡱ成が求められている人ఔໂや教ࡱのあり方をႾ࠶した。 

・ே内大学における実๯፛ࡱ成教ࡱの動向をႾ࠶し、㕴大学に対するインタؚ؈ー調査

を実施し、実๯፛ࡱ成教ࡱのભ体的な取り組み方について示௪をၜた。 

ゆઝ፥のஸ஑့をሞ問して、ග報教ࡱや༷求学೺の現状を調査するとともに、ஸ஑໊

の大学の教ࡱに対するৼ໸をႾ࠶した。 

ժҧӸ؟サー׶´プラン؀ング૩科目のଙආと؅ー؜׭ン׸חプի 

ゆ؟サー׶´プラン؀ング૩3科目について科目ࢪࢥ状況と成果をඈ఍にႾ࠶した。 

ゆさらに໘業生に対してחンצート�インタؚ؈ー調査を実施して、؟サー׶´プラン؀

ング૩科目が໘業後に役にጵった点やධ඘で求められているスؠעや能፛について

Ⴞ࠶した。 

ゆଙආଅ果や調査ଅ果を၃まえて؟サー׶´プラン؀ング૩科目の؅ー؜׭ン׸חプ

のભ体的な方向性を၏いた。 

ゆ؟サー׶´プラン؀ング૩科目をஸ஑生向けにൾऴするための൚ఱ౤をᇨ集・ࡽల

した。 

ժҨӸ本学における実๯፛ࡱ成教ࡱの現状と今後の方向性ի 

ゆ本学๺体として実๯፛ࡱ成教ࡱに対してどのように取り組גでいくべきかについて

ଙ၀し、基本的な方向性を၏いた。 

一ਟ的には、本研究の成果を؟サー׶´プラン؀ング૩科目のू๷や؅ー؜׭ン׸ח

プに直ไ的にᄗࢭさ֚ていく。す֏に実行可能なものは直ちに科目のࢪࢥや指၏に

取りႚれていき、科目間の調整や׬ラ؅スの修ฝが必要なことについては、಑年ဗか

ら科目にᄗࢭさ֚ていく。また಑のؚע؟נラムूฝಐにᄗࢭさ֚るものについて

は、学科内で共ዛして、ؚע؟נラムूฝに向けてമᅏをしていく。 

一方、๺学的な教ࡱのあり方にᄗࢭできる内ዴについては、学内で共ዛできる૛で文

ി化して࿓੝していく。 

さらに、本研究の成果をዿいて文化政策学科をஸ஑့に対してわかりやすくஃ報して

いく方策もଙ၀する。 

本学における実践力育成をめざした教育のあり方についての研究

教員特別研究（その他研究）成果報告書

目的・概要 大学に対して実践力を備えた人材の育成に対する要請が高まっていることを踏

まえ、課題解決型教育やデータ活用型教育をはじめとして、実践力の育成をめざ

した他大学の動向を把握した上で、本学の特性に合った実践力育成教育のあり方

や文化政策学科のリサーチ＆プランニング系科目のバージョンアップの方向性を

構想する。本研究の実施にあたり、国内の大学や高校を訪問調査するほか、文化

政策学科の卒業生を対象とした調査を行う。

期間 令和６年4月1日～令和８年３月３１日

研究担当者	 文化政策学部 文化政策学科 教授 田中 啓（研究代表者）

文化政策学部 文化政策学科 教授 小杉　大輔

文化政策学部 文化政策学科 准教授 小林　淑恵

文化政策学部 文化政策学科 准教授 野島　那津子

文化政策学部 文化政策学科 特任教授 森山　一郎

スケジュール 令和６年４月～９月	 基礎調査、科目検証方法の検討

令和６年１２月２８日～令和７年１月２０日	 卒業生に対するアンケート調査

令和６年１０月～令和７年１２月	 リサーチ＆プランニング系科目の検証

令和７年８月～令和８年２月	 大学（４校）、高校（３校）、静岡県総合教育

センターに対するインタビュー調査

令和８年１月～３月	 調査結果分析、結果とりまとめ

今後の研究成果の

還元方法	

一義的には、本研究の成果をリサーチ＆プランニング系科目の改善やバージョンアッ

プに直接的に反映させていく。すぐに実行可能なものは直ちに科目の運営や指導に

取り入れていき、科目間の調整やシラバスの修正が必要なことについては、次年度か

ら科目に反映させていく。また次のカリキュラム改正時に反映させるものについては、

学科内で共有して、カリキュラム改正に向けて準備をしていく。

一方、全学的な教育のあり方に反映できる内容については、学内で共有できる形で文

書化して提供していく。

さらに、本研究の成果を用いて文化政策学科を高校等に対してわかりやすく広報して

いく方策も検討する。

研究成果 【Ⅰ.実践力の育成をめざした教育の動向】

・大学に育成が求められている人材像や教育のあり方を把握した。

・国内大学における実践力育成教育の動向を把握し、４大学に対するインタビュー調査

を実施し、実践力育成教育の具体的な取り組み方について示唆を得た。

･近隣の高校等を訪問して、情報教育や探求学習の現状を調査するとともに、高校側

の大学の教育に対する期待を把握した。

【Ⅱ.リサーチ＆プランニング系科目の検証とバージョンアップ】

･リサーチ＆プランニング系3科目について科目運営状況と成果を詳細に把握した。

･さらに卒業生に対してアンケート／インタビュー調査を実施して、リサーチ＆プランニ

ング系科目が卒業後に役に立った点や職場で求められているスキルや能力について

把握した。

･検証結果や調査結果を踏まえてリサーチ＆プランニング系科目のバージョンアップ

の具体的な方向性を導いた。

･リサーチ＆プランニング系科目を高校生向けに紹介するための小冊子を編集・印刷

した。

【Ⅲ.本学における実践力育成教育の現状と今後の方向性】

･本学全体として実践力育成教育に対してどのように取り組んでいくべきかについて

検討し、基本的な方向性を導いた。

配分研究費：1,052千円
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